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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・バイオ医薬品 
ファンド(１年決算型) 

円コース 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第24期 
 

決算日：2024年４月15日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・バイオ医薬品ファンド(１年

決算型)円コース」は、2024年４月15日に第

24期の決算を行いましたので、期中の運用

状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2000年４月14日（当初設定日）から無期限
です。 

運 用 方 針 
世界主要市場のバイオ医薬品関連企業の
株式に投資することにより、信託財産の積
極的な成長を目指します。 

主要投資対象 

当ファンド 
ピクテ・バイオ医薬品マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界のバイオ医薬品関連企
業の株式 

運 用 方 法 

①主として、マザーファンド受益証券に投
資します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行い、為替リスクの低
減を図ります。 

主な投資制限 

当ファンド 

①株式への実質投資割合に
は制限を設けません。ただ
し、未上場株式および未登
録株式への実質投資割合
は、信託財産の純資産総額
の10％以内とします。 

②同一銘柄の株式への実質
投資割合は、信託財産の純
資産総額の10％以内とし
ます。 

③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

①株式への投資割合には制
限を設けません。ただし、
未上場株式および未登録
株式への投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％
以内とします。 

②同一銘柄の株式への投資
割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

③外貨建資産への投資割合
には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ
き分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および
市況動向等を勘案して委託者が決定し
ます。また、分配対象額が少額の場合に
は、分配を行わないことがあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設
けず、委託者の判断に基づき、元本部分
と同一の運用を行います。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

20期(2020年４月13日) 23,101 0 △ 1.1 3,578.69 2.6 97.7 2,807 

21期(2021年４月13日) 27,988 0 21.2 4,604.28 28.7 102.6 2,448 

22期(2022年４月13日) 27,277 0 △ 2.5 4,163.42 △ 9.6 100.7 1,755 

23期(2023年４月13日) 26,926 0 △ 1.3 4,164.42 0.0 96.7 2,606 

24期(2024年４月15日) 23,100 0 △14.2 4,195.13 0.7 102.1 2,367 
 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、ナスダック・バイオテック指数です。（出所：トムソン・ロイター・データストリーム） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年４月13日 26,926 － 4,164.42 － 96.7 

４月末 26,498 △ 1.6 4,157.03 △ 0.2 96.4 

５月末 25,268 △ 6.2 4,050.70 △ 2.7 101.2 

６月末 25,000 △ 7.2 4,042.35 △ 2.9 103.3 

７月末 25,535 △ 5.2 4,133.70 △ 0.7 101.2 

８月末 25,525 △ 5.2 4,150.32 △ 0.3 101.5 

９月末 24,210 △10.1 3,972.13 △ 4.6 101.2 

10月末 22,342 △17.0 3,677.86 △11.7 100.0 

11月末 22,968 △14.7 3,817.41 △ 8.3 99.6 

12月末 25,803 △ 4.2 4,407.59 5.8 96.2 

2024年１月末 25,399 △ 5.7 4,444.15 6.7 100.9 

２月末 25,383 △ 5.7 4,522.24 8.6 100.7 

３月末 24,534 △ 8.9 4,429.97 6.4 101.1 

(期  末)      

2024年４月15日 23,100 △14.2 4,195.13 0.7 102.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、ナスダック・バイオテック指数です。（出所：トムソン・ロイター・データストリーム） 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

 

当期の基準価額は、14.2％の下落となりました。 

 

  

  
（注） 参考指数は、期首（2023年４月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、ナスダック・バイオテック指数です。 

 

◇主な変動要因 

【当期前半】 

下落↓・実質的に組入れているモデルナ（米国、医薬品・バイオテクノロジー）やイルミナ（米国、医薬品・

バイオテクノロジー）などのバイオ医薬品関連企業の株価が下落したこと 

下落↓・為替ヘッジコスト 

 

【当期後半】 

上昇↑・実質的に組入れているブループリント・メディスン（米国、医薬品・バイオテクノロジー）やメドペー

ス・ホールディングス（米国、医薬品・バイオテクノロジー）などのバイオ医薬品関連企業の株価が

上昇したこと 

下落↓・為替ヘッジコスト 

 

  

基準価額等の推移 
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バイオ医薬品関連株式市場は、期首から2023年７月にかけては下落しました。世界の株式市場が米国やユー

ロ圏などでのインフレ率の鈍化や中国経済回復への期待、米国債務上限問題の解決などを受けて、景気敏感な

セクターを中心に上昇するなか、相対的にディフェンシブなセクターとみなされるバイオ医薬品関連株式は

軟調な推移となりました。その後は、ユーロ圏や中国の景気の先行き不透明感や、米国国債増発および堅調な

米景気を受けて高い金利水準が長期化することへの懸念などから、10月にかけて、バイオ医薬品関連株式市場

は下落しました。その後は、米国や欧州でのインフレの沈静化に進展がみられたことや、主要中央銀行による

利上げ停止観測が高まったこと、堅調な米景気指標などを背景に米国経済のソフトランディング期待が高まっ

たことなどを材料に2024年２月にかけて上昇しました。３月から期末にかけては、堅調な米景気指標などを背

景に米連邦準備制度理事会（FRB）による早期利下げ観測が後退し米長期金利が上昇したことや、中東情勢の

悪化など地政学リスクへの警戒感が高まったことなどから、バイオ医薬品関連株式市場は下落しました。 

 

  

投資環境 
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当ファンドが主要投資対象とするピクテ・バイオ医薬品マザーファンド受益証券への投資比率を高位に維持

してまいりました。実質的な外貨建資産につきましては為替ヘッジを行い、為替リスクの低減を図りました。 

 

＜マザーファンドの組入状況＞ 

主に世界のバイオ医薬品関連企業の株式に投資を行ってまいりました。期末におけるESG（環境・社会・ガ

バナンス）を主要な要素として選定した銘柄の組入比率は、76.5％となりました。 

当社および運用指図の権限の委託先におけるスチュワードシップ活動の詳細につきましては以下のリンク

先をご覧ください。 

https://www.pictet.co.jp/content/dam/pamweb/jp/ja/company/sustainability/responsible/Responsible_Investment_Report_2023J_pdf.pdf 

 

◇国・地域別組入比率    

【期首】  【期末】  

国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 85.9％ 米国 88.1％ 

英国 5.0％ 英国 4.1％ 

フランス 3.6％ フランス 3.3％ 

中国 1.4％ デンマーク 1.4％ 

ドイツ 1.4％ 中国 0.9％ 

スペイン 1.0％ スペイン 0.9％ 

オランダ 0.5％ スイス 0.7％ 

  ドイツ 0.6％  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

◇業種別組入比率    

【期首】  【期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

バイオテクノロジー 77.9％ バイオテクノロジー 78.9％ 

医薬品 14.6％ 医薬品 14.7％ 

ライフサイエンス関連 5.8％ ライフサイエンス関連 5.6％ 

ヘルスケア・サービス 0.4％ ヘルスケア・サービス 0.7％  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

ギリアド・ 

サイエンシズ 
米国 バイオテクノロジー 8.1％ 

バーテックス・ 

ファーマシューティカルズ 
米国 バイオテクノロジー 8.7％ 

リジェネロン・ 

ファーマシューティカルズ 
米国 バイオテクノロジー 7.3％ 

リジェネロン・ 

ファーマシューティカルズ 
米国 バイオテクノロジー 8.5％ 

アムジェン 米国 バイオテクノロジー 6.5％ 
ギリアド・ 

サイエンシズ 
米国 バイオテクノロジー 7.5％ 

バーテックス・ 

ファーマシューティカルズ 
米国 バイオテクノロジー 6.0％ アムジェン 米国 バイオテクノロジー 7.4％ 

バイオジェン 米国 バイオテクノロジー 5.3％ バイオジェン 米国 バイオテクノロジー 4.3％ 

モデルナ 米国 バイオテクノロジー 5.0％ モデルナ 米国 バイオテクノロジー 4.3％ 

アストラゼネカ 

（ADR） 
英国 医薬品 4.7％ 

アストラゼネカ 

（ADR） 
英国 医薬品 3.8％ 

サノフィ（ADR） フランス 医薬品 3.6％ サノフィ（ADR） フランス 医薬品 3.3％ 

イルミナ 米国 ライフサイエンス関連 3.4％ インサイト 米国 バイオテクノロジー 3.2％ 

インサイト 米国 バイオテクノロジー 2.9％ イルミナ 米国 ライフサイエンス関連 2.6％ 
 

（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

期末の組入上位銘柄は、 

- バーテックス・ 

ファーマシューティカルズ

：治療法の限られた、または治療法のない疾患に向けた治療薬の発見・開発およ

び商品化に注力。嚢胞性線維症治療薬のパイオニア。 

2012年に米食品医薬品局（FDA）から承認を受けたカリデコ以降、オルカンビ、

シムデコ、トリカフタといった嚢胞性線維症（CF）治療薬を次々と上市するこ

とで、CF患者の生活の質を大きく改善し、更に治療や通院にかかる費用の削減

にも貢献。このような革新的技術を有することで、同社は数十億ドル規模のCF

市場で存在感を示し、利益を獲得している。 

- リジェネロン・ 

ファーマシューティカルズ

：がん、眼病や慢性炎症などの治療薬の研究開発、商品化などを手掛けるバイオ

医薬品メーカー。 

複数の疾患領域で治療に変革をもたらした非常に革新的な企業で、特に治療

しなければ失明に至る可能性のある加齢黄斑変性症（AMD）の治療で大きな役

割を果たしている。また、有効性の高い皮膚疾患の治療薬を有し、がん領域で

も非常に有望なパイプライン（治療薬候補）の開発に取り組んでいる。同社の

革新性の高さが、画期的な治療薬を生み出し、大きな市場の獲得につながるこ

とを繰り返し示してきた。 

- ギリアド・サイエンシズ ：HIVやC型肝炎など感染症治療薬の分野に強みを持つ。 

エイズ／HIV感染者の治療のパイオニアであり、患者が通常の生活を送れるレ

ベルまで病気を抑制する治療薬を提供するだけでなく、感染しないための予

防薬も提供。また、途上国などに向けて安価な治療薬も提供している。エイ
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ズ／HIV感染者治療におけるリーダーシップにより、患者や医師から多くの信

頼を獲得している。 

- アムジェン ：関節リウマチ、骨粗しょう症の治療薬や白血球生成促進剤などが主力のバイ

オ医薬品企業。バイオシミラー（バイオ後続品）にも取り組む。 

がん、骨粗しょう症、腎臓病、炎症など様々な疾患をターゲットとした医薬品

の強力なポートフォリオを有しており、人々の健康で長生きする生活に貢献

している。また経験豊富で大規模な研究開発チームを持ち、他のバイオテクノ

ロジー企業や学術機関、政府機関との良好なパートナーシップを確立してい

る。強力な医薬品ポートフォリオ、最高の研究開発能力、強力な製造およびサ

プライチェーン能力、そして確立されたブランドが、同社の成長維持に貢献し

ている。 

- バイオジェン ：神経系領域におけるリーディングカンパニーで、同社の多発性硬化症治療薬

は市場をリード。現在、アルツハイマー病治療薬でも注目を集める。 

神経系領域におけるリーディングカンパニーである同社は多発性硬化症の治

療を長年リードし多くの患者を救ってきた。エーザイと共同で開発したアル

ツハイマー病治療薬は、病気の進行を遅らせ、医療費コストの削減や患者の生

活の質向上を実現することで、同社は数十億ドル規模の新しい市場から利益

を獲得することが期待される。 

などとなりました。 

 

 

当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第24期 

2023年４月14日～ 
2024年４月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 19,423  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

  

収益分配金 
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○今後の運用方針 

（１）投資環境 

FRBによる利下げ転換のタイミングや、ウクライナや中東地域での地政学リスクの高まりなど、様々な懸念

材料は払拭されておらず、当面は世界の株式市場の値動きが大きくなる可能性は残されているとみています。

また株価が大きく動く場合、規模の小さな中小型の銘柄が多いバイオ医薬品関連企業の株価においてはさら

に変動が大きくなる可能性もあります。一方、バイオ医薬品関連企業は、画期的な治療薬を提供し続けるもの

と予想され、中長期的には相対的に高い利益成長が期待されます。また、魅力的な新薬候補や高い技術力を求

めて、大手医薬品企業がバイオ医薬品関連企業を買収する動きは継続すると考えています。企業価値を計る上

で、薬価引き下げの動きや治験結果の発表、決算の内容などの株価に影響を与える要因や可能性などを注視し

ていくことが必要と考えています。 

 

（２）投資方針 

ピクテ・バイオ医薬品マザーファンド受益証券への投資を通じて世界のバイオ医薬品関連企業の株式に投

資を行ってまいります。 

実質的な外貨建資産につきましては為替ヘッジを行い、為替リスクの低減を図ります。 

 

＜マザーファンド＞ 

世界のバイオ医薬品関連企業の株式に投資を行ってまいります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 523  2.101  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (275)  (1.106)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (220)  (0.885)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 28)  (0.111)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.003)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.008   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.008)   

（d） そ の 他 費 用 10   0.042   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.018)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.017)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.006)  ・その他は、信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 536   2.154    

期中の平均基準価額は、24,872円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は2.13％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・バイオ医薬品マザーファンド 68,313 618,430 103,130 955,580 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○株式売買比率 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

 

項 目 
当 期 

ピクテ・バイオ医薬品マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 218,221,602千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 208,398,354千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.04   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2024年４月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・バイオ医薬品マザーファンド 290,539 255,721 2,421,632 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年４月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・バイオ医薬品マザーファンド 2,421,632 98.3 

コール・ローン等、その他 43,111 1.7 

投資信託財産総額 2,464,743 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・バイオ医薬品マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（206,549,216千円）の投資信託財産総額（207,228,912

千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） ピクテ・バイオ医薬品マザーファンドにおける外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した

ものです。なお、当期末における邦貨換算レートは、1米ドル=153.46円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年４月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,241,586,194   

 コール・ローン等 41,374,901   

 ピクテ・バイオ医薬品マザーファンド(評価額) 2,421,632,312   

 未収入金 2,778,578,970   

 未収利息 11   

(B) 負債 2,874,215,421   

 未払金 2,846,312,133   

 未払解約金 233,394   

 未払信託報酬 27,434,593   

 その他未払費用 235,301   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,367,370,773   

 元本 1,024,852,808   

 次期繰越損益金 1,342,517,965   

(D) 受益権総口数 1,024,852,808口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,100円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 968,122,146円

 期中追加設定元本額 287,178,489円

 期中一部解約元本額 230,447,827円

（注） １口当たり純資産額 2.3100円
 

○損益の状況 (2023年４月14日～2024年４月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       26,964   

 受取利息 72   

 支払利息 △       27,036   

(B) 有価証券売買損益 △  299,954,138   

 売買益 276,088,967   

 売買損 △  576,043,105   

(C) 信託報酬等 △   55,878,105   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  355,859,207   

(E) 前期繰越損益金 99,428,505   

(F) 追加信託差損益金 1,598,948,667   

 (配当等相当額) (  1,839,920,352)  

 (売買損益相当額) (△  240,971,685)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,342,517,965   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,342,517,965   

 追加信託差損益金 1,598,948,667   

 (配当等相当額) (  1,840,291,959)  

 (売買損益相当額) (△  241,343,292)  

 分配準備積立金 150,330,539   

 繰越損益金 △  406,761,241   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（1,840,291,959円）および分配準備積立金（150,330,539円）よ

り分配対象収益は1,990,622,498円（10,000口当たり19,423円）

ですが、当期に分配した金額はありません。 

（注） 主要投資対象であるマザーファンド受益証券において、信託財

産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために

要する費用 

 当該費用は、ファンドに係る信託報酬のうち委託者が受ける報

酬から支弁しております。 

 

○お知らせ 

 デリバティブ取引はヘッジ目的にのみ行われていることを明確化するためおよび信託金の限度額を3,000億

円から5,000億円に引き上げるため所要の約款変更を行いました。 
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